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医療機関意向調査について  

１ 基本情報 

＜対象施設数等＞ 

施設種別 対象施設数（件） 回答数（件） 回答率（％） 

病 院 30 30 100.0 

診療所 16 16 100.0 

合 計 46 46 100.0 

 

＜許可病床数＞                          単位：床 

施設種別 一般 療養 精神 結核 感染 計 

病 院 3,091 945 145 0 6 4,187 

診療所 203 10 0 0 0 213 

計 3,294 955 145 0 6 4,400 

 

＜改築予定の医療機関＞                           単位：年 

病院名 建築年 築後年数 
改築予定 

時  期 

社会医療法人博愛会 開西病院 H8 28 R10 

医療法人社団刀圭会 協立病院 S50 50 未定 

公益財団法人北海道医療団 音更病院 S62 38 未定 

上徳整形外科・乳腺外科 H3 34 R8 

医療法人社団典俊会 帯広泌尿器科 H8 28 R7 

医療法人前田クリニックサホロクリニック H5 31 R7 

 

２ 病床機能報告について 

（１）平成 28 年度からの報告内容【許可病床数】                単位：床 

 
許 可 病 床 数 

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 休棟等 合 計 

H28 年度 414 1,889 531 1,370 187 4,391 

R5 年度 321 1,567 1,108 1,201 121 4,318 

R6年度 374 1,490 1,117 1,201 85 4,267 

 ※回答医療機関数 

H28 年度（病床機能報告制度）：48 件 

R5 年度 （病床機能報告制度）：48 件 

R6 年度（意 向 調 査）：46 件 
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（２）令和６年度の報告内容（病棟単位）について、「許可病床数」と「稼働病床数」

を記載                            単位：床 

Ｒ６年度報告 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 休棟等 合 計 

許可病床数 374 1,490 1,117 1,201 85 4,267 

稼働病床数 361 1,378 1,020 1,163 0 3,922 

非稼働病床数 13 112 97 38 85 345 
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（３）令和７年（2025 年）における医療機能別の病床数（予定）        単位：床 

 
許 可 病 床 数 

高度急性期 急性期 回復期 慢性期 休棟等 合 計 

R7（2025）年度 374 1,349 1,227 1,147 91 4,188 

(参考)必要病床数 363 1,141 1,207 1,356  4,067 

 

 

（４）－１ 病床の転換及び廃止を考えている医療機関 

医療機関名 内容 
基金活用

意向 

意向調査によ

る報告数 

独立行政法人国立

病院機構帯広病院 

令和 6年 6月病棟集約（１病棟＋２病

棟→１・２病棟）により急性期 11床削

減済み。今後の予定はなし。 

有 許可 214 床 

高度急性期４床 

急性期 84床 

慢性期 120 床 

休棟６床 

社会医療法人博愛

会 開西病院 

新井病院の 43床の内、3床を開西病院へ

移動し再編予定。 

有 許可 196 床 

急性期 88床 

回復期 48床 

慢性期 60床 
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社会医療法人博愛

会 新井病院 

43床のうち、3床を開西病院へ移し、40床

を廃止（削減）し、新井病院は 0床とする予

定。 

有 許可 43 床 

急性期 43床 

 

医療法人進和会 

西２条腎泌尿器科

病院 

令和７年１月に５床の削減を予定。 有 許可 28 床 

 急性期 28 床 

清水赤十字病院 

 

2025 年 1月より 11床削減。急性期を一

部地域包括ケア病床へ転換。 

 

有 許可 91 床 

急性期 38床 

回復期 12床 

慢性期 41床 

医療法人社団 翔

嶺館 十勝の杜病

院 

障害者病棟（一般）から回復期へ転換す

ることを検討中。 

有 許可 110 床 

 慢性期 110 床 

十勝いけだ地域医

療センター 

平成２８年４月に６０床のうち１０床を

地域包括ケア病床（地域包括ケア入院医

療管理料）へ転換、以後毎年増床を図

り、現在は地域包括ケア病床４４床、急

性期一般病床１６床としている。 

無 許可 60 床 

急性期 60床 

 

医療法人社団典俊

会 帯広泌尿器科 

急性期 18 床 の 病床について、12 床を

削減し急性期病床 6床とする。（地域医療

構想調整会議にて協議済） 

有 許可 18 床 

急性期 18床 

 

豊頃町立豊頃医院 平成 10年 4月より、病床 19床につきまし

ては「入院受入休止中」とさせていただいて

おり、現在豊頃町とも病床についての取扱

いについて、廃止するか再稼働するかは検

討中です。 

無 許可 19 床 

休棟等 19床 
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（４）－２ 病床を過剰な医療機能に転換しようと考えている医療機関 

医療機関名 転換の内容 理由 

該当なし   

 

（４）－３ 非稼働病床を持つ医療機関の理由と運用の見通し 

医療機関名 非稼働の理由 今後の運用見通し 休床数 

独立行政法人国

立病院機構帯広

病院 

医師不足 地域のニーズ及び診療科

の体制が整備されれば、

病棟集約解除を検討。 

29 床 

公立芽室病院 入院患者数の減少 地域のニーズや人材不

足、施設の建替 or長寿命

化の判断等の課題があ

り、見通せない状況にある

が、院内及び町との協議を

進める。 

13 床 

医療法人社団翔

嶺館 音更宏明

館病院 

看護師不足 具体的な時期は未定だ

が、人員を確保できれば

再開をしたい。 

６床 

医療法人徳洲会 

帯広徳洲会病院 

看護師不足 １1名、７年度採用予定。 32 床 

上徳整形外科・

乳腺外科 

医師不足 医師の高齢化により手術

を控えているが、R8.には  

継承する。 

19 床 

医療法人社団さ

くら慈愛会帯広

眼科 

医師不足 募集を行っているが採用

にいたらず。 

15 床 

豊頃町立豊頃医

院 

医師不足 平成 10年 4月より、病床

19床につきましては「入院

受入休止中」とさせていた

だいており、現在豊頃町と

も病床についての取扱い

について、廃止するか再稼

働するか検討中です。 

19 床 
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３ 2025 年における担うべき役割（自由記載による回答一覧） 

※「2025 年を見据えた役割」について、番号が示す内容は以下のとおり。（当該医療

機関の主たる役割に最も近い記述を１つ選択） 

①：救急患者の受入れや手術など、高度・専門医療を中心とした急性期医療を担う 

②：近隣の高度・専門医療を提供する医療機関と連携しつつ、救急患者の初期対応や

比較的症状が軽い患者に対する入院医療等の急性期医療を担う 

③：近隣の高度・専門医療を提供する医療機関と連携しつつ、急性期経過後の在宅復

帰に向けた医療の提供やリハビリテーションを行う 

④：長期にわたり療養が必要な患者に対する入院医療を担う 

⑤：かかりつけ医としての役割や在宅医療における中心的な役割を担う 

医療機関名 
担うべき

役割 
具体的な内容 

JA 北海道厚生連帯

広厚生病院 

① １ 基幹病院としての診療機能の充実 

２ 各種指定病院、認定医療機関としての役割の実行 

３ 地域医療機関との連携の促進 

社会福祉法人北海

道社会事業協会帯

広病院 

① 1)十勝医療圏において二次救急医療と小児救急医療で

中心的な役割を果たす。 

2)地域医療センター病院、地域周産期母子医療センタ

ーとしての役割を継続し、二次救急、小児・周産期医療

の機能を持続させる。 

3)臨床研修病院として地域の医師定着に貢献する。 

4)他町村へ医師を派遣することで地域医療に貢献す

る。 

5)併設する看護師養成学校の運営を継続し、地域の看

護師定着に貢献する。  

公益財団法人北海

道医療団 帯広第

一病院 

② 急性期医療機関としての機能を維持しつつ、回復期及

び終末期医療を提供する。 

社会医療法人北斗 

北斗病院 

① 現在の病床機能構成と変更はないが高度急性期⇒急

性期⇒回復期 機能を担う医療機関として対応を継続

予定。また、慢性期機能や在宅機能は同一法人内での

連携を継続して高度急性期から在宅まで法人内でのシ

ームレスな医療展開を実践する。 

独立行政法人国立

病院機構帯広病院 

② ・心疾患医療の充実・強化、循環器領域を中心とした急

性期機能の強化、救急患者の積極的な受入を柱として

ICU を高度急性期病床、その他の一般病棟を急性期病

床として位置付け。 
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医療機関名 
担うべき

役割 
具体的な内容 

・より質の高い救急医療を提供するために心筋梗塞、動

脈瘤、不整脈、呼吸不全、胸部外傷等による緊急処置

患者に対する救急受入医療機関としての体制継続。 

・道東圏で唯一の入院可能な医療機関としての重心医

療を継続して実施。 

社会医療法人北斗 

十勝リハビリテーシ

ョンセンター 

③ 病床機能の振り分けが進む中、十勝管内でリハビリテー

ションを希望する患者様及びご家族が増加しています。

患者様やご家族、そして地域の急性期医療機関のニー

ズに応えるためには当院リハビリテーション提供体制を

十分に整えることが重要です。そこで、当院ではすべて

の病棟を回復期リハビリテーション病棟としております。

地域の医療機関や施設と連携をとりながら、今後もリハ

ビリテーション機能を強化・向上させ、良質な医療を地域

の皆様に提供してまいります。 

社会医療法人博愛

会 開西病院 

② 手術を含む専門医療の提供と、高度急性期を提供する

医療機関と連携し在宅復帰に向けた医療の提供および

在宅医療における中心的な役割を担う。 

公益財団法人北海

道医療団 帯広西

病院 

③ 近隣医療機関と連携しつつ、回復期リハビリテーション

や急性期後の医療療養のみならず、介護医療院として

の居宅機能及び在宅医療も提供できる機能を有する病

院としての役割を担う。 

医療法人社団芳誠

会 十勝脳神経外

科病院 

④ 長期にわたり療養が必要な患者様の受け皿となり、神

経難病や、頚髄損傷、人工呼吸器等の長期治療が必要

な患者様への医療の提供。 

 

医療法人社団刀圭

会 協立病院 

② ①地域密着型病院として一般急性期医療の継続 

②高度急性期病院の後方支援による医療連携（リハビ

リの継続、在宅復帰への支援） 

社会福祉法人真宗

協会 帯広光南病

院 

④ 
 

帯広中央病院 ② 近隣の高度・専門医療を提供する医療機関と連携しつ

つ、高齢者を含む救急患者の初期対応や比較的症状

が軽い患者に対する入院医療等の急性期医療を担い

つつ、急性期経過後の在宅復帰に向けた医療の提供や

訪問診療、訪問を含むリハビリテーション等在宅支援ま
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医療機関名 
担うべき

役割 
具体的な内容 

でカバ-する。また R7 年度には圏域内に現在設置され

ていない結核モデル病床（3 床）の整備・設置を予定して

いる。 

十勝勤医協帯広病

院 

③ 
 

医療法人社団慶愛 

慶愛病院 

② これまで通り、当地域の周産期医療を担う。 

医療法人社団 新

井病院 

⑤    

医療法人進和会 

西 2 条腎泌尿器科

病院 

② 泌尿器科単科の病院として、泌尿器科領域における治

療および救急患者の初期対応や手術等が必要な患者

に対する急性期医療をになっていく。 

帯広記念病院 ③ 急性期病院での加療後、自宅退院が難しい患者様を受

け入れ、リハビリ・全身管理を行い、在宅復帰・施設入所

を支援すること、退院後も通院が困難な患者様には訪

問診療をおこない、全身管理させていただくことで、高齢

者の方々や、そのご家族が安心して生活できる環境を

整えることだと考えております。 

医療法人社団 

翔嶺館 

音更宏明館病院 

③ ・救急告知病院として、救急患者の初期治療や入院医

療等の急性期医療を担う。 

・十勝で唯一の療養病床がある透析施設として、長期入

院が必要な透析患者を受け入れていく。 

・リハビリテーションを拡充し、患者の社会復帰を促す 

・在宅療養支援病院として在宅医療の充実を図る。 

医療法人徳洲会 

帯広徳洲会病院 

② 近隣の受け入れ体制・初期対応を強化する。 

公益財団法人 

北海道医療団 

音更病院 

④ 地域の医療機関、介護施設等と連携し、長期療養を中

心にニーズに出来る限り応えられる医療を提供する。 

士幌町国民健康保

険病院 

② 町内唯一の病院であるので、恒久的な医療の提供を維

持する必要がある。 

鹿追町国民健康保

険病院  

② 町内唯一の医療機関であり、かつ救急医療機関として３

６５日休むことなく患者の受け入れを継続するとともに、

一般病棟（回復期）３０床と、療養病床（慢性期）２０床を

堅持する。更に透析病床６床も引き続き維持する。 
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医療機関名 
担うべき

役割 
具体的な内容 

また、保健・医療・福祉・介護と連携した地域包括ケアシ

ステムのもと「地域で支える医療」の体制強化を推進す

る。 

清水赤十字病院  ⑤ 上記のとおりであるが、救急告示病院として一部急性期

病床を確保しておく必要がある。既に訪問診療や訪問

看護等といった在宅医療の強化を図り地域及び当院診

療圏ニーズへの対応を進めているが、一定程度の病床

を確保しつつ回復期及び慢性期中心の医療機関として

の役割を果たす必要がある。 

公立芽室病院 ⑤ 当院は、地域のかかりつけ医として訪問診療、訪問看

護、訪問リハビリ、退院支援、看取り、等の在宅医療に

ついて対応の強化を進める。手術については、当院で

実施可能な範囲の手術を行い、高度医療に即した手術

については、帯広市内等の大規模病院に協力をいただ

く等、診療のすみ分けを行い効率的な医療展開を進め

る。需要が増えることが見込まれる回復期病床の機能

を有した地域包括ケア病床の更なる拡大、病棟かを目

指す。 

大樹町立国民健康

保険病院 

② 引き続き、町内唯一の救急告示病院かつ病床を有する

医療機関として、高度・専門医療機関と連携しながら近

隣自治体住民を含めた地域医療を担っていく。 

広尾町国民健康保

険病院 

⑤  入院医療については、町内で唯一の入院機能を持つ

医療機関として、地域医療の中心的役割を担っていく。

回復期機能を基本としながらも、急性期と慢性期の機能

も備えた地域多機能型病院としての役割を果たす。外

来医療については、地域の「かかりつけ医」として、一般

的成人の病気（コモンディジーズ）の対応を中心とした診

療体制を整備し、関連病院と連携し地域の医療ニーズ

に合致する専門医療領域の診療にも対応可能な診療体

制を整備する。在宅医療については、町民が住み慣れ

た地域や自宅で療養できる環境を維持するため、訪問

診療及び訪問看護を中心とした在宅医療に取り組む。 

医療法人社団翔嶺

館 十勝の杜病院 

③ 急性期経過後のリハビリテーションを担い、長期にわた

り療養が必要な患者の入院医療も担う。 

十勝いけだ地域医

療センター 

③ 急性期治療後の患者の受入、通院困難患者の受入に

よるリハビリテーションを中心とした病院へ転換する。ま
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医療機関名 
担うべき

役割 
具体的な内容 

た、在宅療養支援病院として、訪問診療、訪問看護、訪

問リハビリテーション、通所リハビリテーションによる在

宅支援を行う。 

本別町国民健康保

険病院 

② ・近隣基幹病院との役割分担・連携強化 

・初期救急体制の確保 

足寄町国民健康保

険病院 

⑤ 本町の救急患者受け入れ、プライマリーケアとしての初

期医療及び慢性期の入院医療を担います。 

医療法人 千樹会 

帯広整形外科 

② 整形外科の専門的治療（手術を含む） 

上徳整形外科・乳腺

外科 

② 患者に寄り添い、迅速な対応で手術、療養をしていきた

いと考える。 

医療法人社団慶香

会 坂野産科婦人

科 

②  

医療法人社団典俊

会 帯広泌尿器科 

② 泌尿器科領域における比較的軽易な手術や治療・検査

を行っていき、治療法の幅を広げていくことも今後検討

する。  

医療法人社団さくら

慈愛会 帯広眼科 

⑤  

原田眼科医院 ⑤ 眼科として担う位置付けで、対応します。 

医療法人社団 高

山泌尿器科 

②  

帯広レディースクリ

ニック 

② 婦人科１次医療施設としての医療サービスの提供。 

社会医療法人北斗 

上士幌クリニック 

⑤  

医療法人 前田クリ

ニック サホロクリニ

ック 

③  

医療法人 前田クリ

ニック 

⑤  

御影診療所 ⑤  

更別村国民健康保

険診療所 

⑤ 村唯一、かつ、大病院のある帯広市まで 40分程度は

かかるという地理的条件も考慮し、地域住民の健康を守
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医療機関名 
担うべき

役割 
具体的な内容 

る・医療面でも安心して暮らすこと等を第一に今後も活

動していく。 

豊頃町立豊頃医院 ⑤ ・今後は、地域のかかりつけ医として日常的には診療を

行い、その中でトリアージをしながら他院へ精査等紹介

し、地域の方の医療を維持することが役割としている。 

陸別町国民健康保

険関寛斎診療所 

② プライマリ・ケアの概念に基づく、地域密着型の医療提

供。 

浦幌町立診療所 ⑤ 急性期に対応しつつも、かかりつけ医、地域の診療所と

して終末ケアを必要とする患者への役割もある。 

 


